
          「プラスチック材料大全」正誤表(29.3.31) 

 訂正箇所     誤      正 

p.31  図 1.17 図中の表現 添付図 1.17に訂正 

p.32  表 1.10 PTE PET 

p.32  下から８行目 ｘ＝｛ρｃ・（ρ－ρａ）｝ 

／｛ρ（ρ－ρａ）｝ 

ｘ＝｛ρｃ・（ρ－ρａ）｝ 

／｛ρ（ρｃ－ρａ）｝ 

p.37  図 1.24 数平均分子量Ｍｎと強度σＢの関係８） 数平均分子量Ｍｎと強度σＢの関係７） 

p.45 図 1.28の横軸  ω√ｔ（ｍｍ－１ｈ１/２）  ω√ｔ（ｍｍ－１ｈｒ１/２） 

p.70 表 2.3 風呂用品の欄の○ 「耐衝撃性」の欄に○ 

p.76 表 2.10 

「ポリ塩化ビニリデン」 

の欄   

p.79 上から１３行目 酸素バリヤー性が優れる 酸素バリヤ性が優れる 

p.80  表 2.13 ガスバリヤー性 ガスバリヤ性 

p.84 上から８行目 PA/ポリオレフィン PPE/ポリオレフィン 

p.107 上から６行目 ガスバリヤー性 ガスバリヤ性 

p.113  表 2.39 

 「オレフィン系」の欄 

フォ歴史ブルチューブ フレキシブルチューブ 

p.123  表 3.1 

ピクノメータ法 

試験片の質量の試験片を 試験片の質量と試験片を 

p.127 下から５行目 ＝｛（浸漬後質量－浸漬前質量）｝ 

／（浸漬理前質量）×１００ 

＝｛（浸漬後質量－浸漬前質量）｝ 

／（浸漬前質量）×１００ 

p.129  表 3.5 飽和吸水率が高い 

飽和吸水率が低い 

２４ｈの後の吸水率 

（Ａ）飽和吸水率が高いプラスチック 

（Ｂ）飽和吸水率が低いプラスチック 

２４ｈｒ後の吸水率 

p.139  上から８行目 永久ひずみεｒが生じる 永久ひずみεｔが生じる 

p.155 下から４行目 厚みを薄肉側にシフトする 厚みは薄肉側にシフトする 

p.176 表 3.15 材料名 PBM PMMA 

p.181 下から６行目 系熱硬化性塗料 熱硬化性塗料 

p.183 下から１行目 荷重Ｐに比例０する 荷重Ｐに比例する 

p.224 文献番号 20)、21) 20)を 21)、21)を 20)に訂正 

p.248 上から１行目 ガスバリヤー性などが向上する ガスバリヤ性などが向上する 

p.264 下から５行目 同表では 表 5.7では 

p.277 下から６行目 

  



p.278 上から３行目 
   

p.296 上から３行目 Ｍｎ次式で求める Ｍｎを次式で求める 

p.300 上から２行目 

  

p.307  上から４行目 

上から７行目 

下から５行目 

・測定法には方法には定量法と定性 

法がある 

・静ひずみゲージと接続し、 

・⑦定されたひずみから 

・測定法には定量法と定性法がある 

 

・静ひずみ計と接続し 

・⑥測定されたひずみから 

 


